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したノードの例として，  の  がある． の
写真と仕様を図  と表  に示す．図  で は  とコイン硬貨の大きさ



































































































































































































































































象の計測では，図 のように   の  点，つ以上のセンサノードによる計













































































































































































































































































から 、 より大きく  




























































































































































































る研究がされてきた      これらの研究ではがセンサの消費電力を減らす
事を目標としている研究が多い消費電力、通信コストを抑えることに注目した研
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